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近世村絵図の「常水場」と水害の関係について

―GISを用いた過去と現在の地図の比較―

村　上　晴　澄 *

Ⅰ．はじめに

1．研究の目的

近世村絵図や古文書といった歴史史料に

は、過去の水害の記録が残されている場合が

ある。とりわけ絵図による記録は、現在の地

形図との比較をはじめとする地理学的研究に

有用である。近世までに作られた絵図から、

過去の水害の復原を試みた研究は行われてい

るものの、その数は少ない。伊藤 1）は、村

落や河川などが描かれた古地図から洪水時の

破堤個所やその被害の復原を行った。また、

水害に関する絵図を、平時の河川の管理に関

する河川管理図、洪水の被害を示す災害図、

村同士などの河川をめぐる紛争に関する水論

図に分類した。木村 2）は、近世絵図の中で

水害に関する絵図に触れ、全体としては絵図

の作成経緯に関することが中心としながら

も、水害対策としての普請に着目している。河

村 3）は、近世の洪水に関わる絵図をもとに、

地形なども考慮して破堤箇所や浸水範囲を復

原し、堤や堰といった河川に設置された構造

物の材料や強度と破堤場所との関係について

考察している。いずれの研究においても、破

堤といった災害時の被害の検討に重点が置か

れている。

一方、近世の絵図には、水害と対峙した人々

の生活の結果として、その当時の土地の状態

などの記載も残されている。本研究では、現

在の京都府長岡京市神足地区の近世村絵図で

ある「古市・神足村絵図」に描かれている「常

水場」の記載に着目した。常水場とは、古市・

神足村絵図に描かれている、いわゆる水つき

場のことで、村絵図などに広く用いられる表

現ではないと考えられる。その意味を明らか

にするために、中世から現代にいたる水害の

被害やリスクの地理的範囲をGISソフトを利

用して重ね合わせ、近世村絵図に残された常

水場とその周辺における土地利用の水害との

関係を考察する。

2．地域概観

本研究の対象地域は、京都府長岡京市であ

る。長岡京市の南側に位置する山崎付近で桂

川・宇治川・木津川が合流し、淀川となって

大阪方面へ流出しているため、京都盆地の水

が集中する場所といえる（第 1 図）。そのた

め、長岡京市東部の平野部においても、かつ

ては度々洪水が発生していた。長岡京市域に
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は、小畑川や小泉川をはじめ桂川に合流する

川が複数存在し、生活や農業にとって重要で

あった一方で、主に桂川に近く標高が低い東

部において、水害が生じていた。

長岡京市を含む乙訓地域には、784 年に長

岡京が造営された。その長岡京も水害に遭っ

ていたことが「日本紀略」4）に記録されてお

り、長岡京がわずか 10 年で廃都になった原因

として洪水説も存在する 5）。洪水による廃都

が事実かどうかは不明であるものの、この地

域が水害に遭いやすい土地であったことが示

唆される。長岡京廃都後は、ほとんどが農村

地帯であり、平安京／京都の近郊農村として

の役割を担った。その一方で、平安京から山

陽方面へ向かう際に通過する交通の要衝とい

う性格も持ち、中世には勝龍寺城をはじめ多

数の城が築かれた。

近代に入り、とりわけ昭和初期以降は、京

都や大阪という大都市に近いという立地特性

上、近郊住宅地や工場地域としての開発も始

まった。特に昭和初期の私鉄（現・阪急電鉄）

の開業や神足駅（現：JR長岡京駅）の開設に

よる鉄道網の充実、本格的な自動車道路であ

る現在の国道 171号線の開通が大きな影響を

与えたと考えられる。その後、高度経済成長

期以降は、京都や大阪の近郊住宅地としての

開発が顕著になった。そして、主に平野部に

位置していた農村の大部分は住宅地や工場地

域へと変化し、丘陵地においても宅地開発が

行われ、現在のような市街地を中心とする景

観を形成するに至った。

本研究で取り上げる地区は、現在の長岡京

市東部の神足地区である。基本的に近世の古

市村・神足村・勝竜寺村の範囲で、現在も多

少は水田や畑地が残っているものの、戦後に

作られた住宅地や工場地域が主たる土地利用

を構成している。

Ⅱ．史・資料の概要と研究方法

使用する主な史・資料は、近世の村絵図や

古文書、近代の写真といった史料と地形図、

ハザードマップ、現在の道路・建物などの土

地利用や標高を示す GISデータである。

主要史料となる村絵図は、「古市・神足村絵

図」である（第 2図）。この絵図は江戸時代中

期に、当時の古市村と神足村の複雑に入り組

む村域を示すために作られたものであるとさ

れている 6）。近代以降の測量に基づいた地形

図と比べると精度が劣るものの、地形図と重

ね合わせて考察するに十分な精度であり、そ

の張り紙に常水場が描かれている常水場（第

3 図）は、村の悩みである水はけの悪さを示

第 1 図　本研究の対象地域

注）長岡京市の範囲は、現在の市域を示す。基図と

して、20 万分の 1 地勢図「京都及び大阪」

（大正 8年測量、昭和 7年部分）を使用。
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す記述であり、少なくとも近世には水問題が

深刻であったと考えられている 7）。

古文書は、水害との関連が深い近世初期の

勝龍寺城移築に関わる文書を、地形図は、近

代以降の測量に基づいた最も古い地形図であ

る、明治 20 年頃に作成された仮製 2万分の 1

地形図を、ハザードマップは、長岡京市で各

家庭に配布されている「長岡京市防災ハザー

第 2 図　古市・神足村絵図（古市区有文書）

注）長岡京市教育委員会提供。

第 3 図　古市・神足村絵図貼紙（古市区有文書）

注）長岡京市教育委員会提供。
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ドマップ（平成 22年版）」を用いる。

過去の水害被災地の範囲や浸水水位を復原

することは難しいが、本研究では、これらの

史・資料と GISデータを GISソフト上でオー

バーレイし、近世村絵図の内容や水害被災地

点や、現在のハザードマップの浸水想定域を

比較することにより、過去と現在の水害面で

の関係を検討する。GIS ソフトを用いること

により、縮尺の異なる地図を同縮尺で表示し、

オーバーレイすることが可能である。その上、

村絵図のように現在の地形図に比べて歪みが

大きく、そのままオーバーレイするとずれが

生じる地図であっても、GIS ソフト上で多少

は歪みを修正することができる。そのため、

GIS ソフトを用いることにより、紙媒体の地

図では重ね合わせて比較することが難しい複

数の地図を容易に比較することが可能であ

る。本研究で用いる GIS ソフトは、ESRI 社

の Arc Map10 である。

Ⅲ．絵図をもとにした浸水想定

前章で紹介した「古市・神足村絵図」およ

び常水場のポリゴン（面）データを GISソフ

ト上で作成し、現在の標高データとオーバー

レイしたものが第 4図である。常水場部分は

標高 15m 未満であり、常水場およびその周

辺は凹地となっていて、桂川や小畑川などか

ら溢れた水が滞水しやすいことがよくわか

る。常水場部分を含む現在の長岡京市東部地

域および周辺は、土地が相対的に低く洪水時

に容易に浸水し、長期にわたって滞水する後

背湿地であるとされており 8）、常水場は後背

湿地に対応すると考えることができる。この

ことからも、常水場ができる原因は、水が溜

まりやすい地形と深く関連しているといえ

る。そもそも、長岡京市東部地域が頻繁に水

害に遭っていた原因として、この地域が京都

盆地南部に位置し、京都盆地を流れる河川が

最終的に合流する山崎に近く、標高が低いこ

とが挙げられる。

次に、「古市・神足村絵図」と明治 20 年代

に作成された仮製 2万分の 1地形図を比較す

ると、絵図の範囲の田の記号が 2 種類存在す

ることがわかる（第 5 図）。これは、「陸田」

と「水田」であり、陸田（乾田）は冬季に水

が涸れて歩ける田、水田（田）は蓮田・藺田

（い草）を含む四季を通じて水のある田である

とされている 9）。そこで、GISソフト上で「古

市・神足村絵図」の常水場のポリゴンデータ

を作成し、仮製図とオーバーレイすると、常

水場と仮製図の「水田」記号の部分がおおよ

そ一致する（第 5図）。常水場は、水田ではな

第 4 図　常水場および周辺の現在の標高

注）標高は、国土地理院基盤地図情報 5 mメッシュ

を使用。河川・鉄道等は、同じく基盤地図情報

25000 をもとに、筆者作成。
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く雨水や洪水による水つき場を指すと考えら

れるが、水田と一致することから、水がたま

りやすいところを水田として利用していたと

考えられる。このことから、近世の常水場は

近代の地形図からも土地利用の違いとして確

認でき、近代以降も常水場の性格をもってい

た可能性がある。

絵図の右下に描かれている 2本の斜めの線

のうち、向って左側が後述する久我縄手 10）、

その右側に悪水井路として描かれているのが

五間堀川である（第 2・3図）。この川のすぐ

東に並行して作られたのが羽束師川であり、

両川ともこの地域に溜まる水を排水するため

に人の手によって作られた水路である。羽束

師川は、排水をよくするため、小畑川に合流

させるのではなく小畑川や小泉川をくぐり桂

川へ直接合流させていることが特徴である

（第 6図）。その開削時期は近世末の文化・文

政年間（1804 ～ 1829 年）とされている 11）。

現在は桂川の改修により末端部の流路が改変

されている。このような川が必要であった要

因は、水はけの悪さを解消するためであり、

先述したように常水場が後背湿地 12）であっ

たためと考えられる。

また、中世の軍記物語である「太平記」13）

には、久我縄手が泥沼化しやすかったことが

わかる記述があり、馬の足も立たないほどぬ

かるんだ道であると書かれている。久我縄手

は平安京造営の際に、平安京から直線に南下

する鳥羽作り道から山崎へ至るために作られ

た道であった（第 6図）。久我縄手が泥沼化し

ていたことは、久我縄手が常水場を通過する

ことからも深い関連性が考えられる。該当部

分を引用する。

第 5 図　古市・神足村絵図と仮製図の比較

注）基図として、仮製 2万分の 1地形図「伏見」（明治 22 年測量、同 30 年修正）を使用。浸水想定は、長岡京

市　防災・危機管理担当作成「長岡京市防災ハザードマップ（平成 22 年度版）」をもとに筆者作成。
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「巻第八　禁裡仙洞御修法事付　山崎合戦

の事（1333年 3 月 15日）」14）

（前略）（洛中から）山崎へとぞ向ひける。

（中略）久我畷は、路細く、深田なれば馬のか

け引きも自在なるまじとて、（後略）

「巻第九　山崎攻事付　久我畷合戦の事（1333

年4月27日）」15）

さしも深き久我畷の、馬の足も立たぬ泥土

の中へ馬を打入れ、我先にとぞ進みける。

以上のように、中世の久我縄手は道幅も細

く、馬の通行に支障をきたすような泥道で

あったことがよくわかる。これらの記述が約

8 km におよぶ久我縄手のどの部分を指すの

か、あるいは全体を指すのか不明であり、季

節や天候によって状況は変化すると考えられ

るものの、「深田」「馬の足も立たぬ泥土」と

いった記述は、近世の常水場の状況が中世に

も存在した可能性を示唆している。

ここで、長岡京市　防災・危機管理担当作

成の「長岡京市防災ハザードマップ（平成 22

年版）」（以下、ハザードマップ）を用いて、

古市・神足村絵図の範囲の水害の危険性をみ

る。ハザードマップに載せられている桂川及

び小畑川などから水が溢れた際の最大の浸水

予想範囲と水位の GISデータを作成し、絵図

のポリゴンデータとオーバーレイした（第 5

図）。第 5図から、長岡京市東部のかつての常

水場およびその周辺は、小畑川と犬川の合流

地点北側に位置する勝竜寺付近とともに浸水

水位が軒上浸水の 3m以上と想定され、現在

でも大規模な水害に遭うリスクのある土地と

理解できる。

Ⅳ．史料から判明する過去の水害

1．洪水と勝龍寺城の移築

勝竜寺村は、中世勝龍寺城を含む小畑川と

犬川の合流地点北側に位置し（第 7図）、近代

以降も度々水害を被っている 16）。近世初期の

寛永 10（1633）年、中世勝龍寺城が水害に見

舞われた。この年、国替えにより上方へ転封

となり、勝竜寺などに領地を与えられた永井

直清は、中世に築城された中世勝龍寺城を整

備して入城することにした。しかし、大雨に

よる洪水で城が浸水したため、「古城（中世勝

龍寺城）より北、望の所」に新たに城を構え

る許可を幕府に願い出て、許可が出ている 17）。

この時、幕府から直清へ宛てた書状の一部を

引用する 18）。

第 6 図　羽束師川の流路

注）基図として、仮製 2万分の 1地形図の以下の図

幅を用いた。「沓掛村」（明治 24 年測量）、「山崎

村」（明治 25 年測量）、「伏見」（明治 22 年測量、

同 30 年修正）、「淀」（明治 22 年測量、同 30 年

修正）
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則絵図之通、従古城北望之所屋敷取可仕之

旨被　仰出候間、可被得其意候、恐々謹言、

（江戸幕府老中連署奉書）

仍先日ハ近郷殊之外大水出、其元もひきか

ね申候由、近年これなき水候由、及承候事、

（老中酒井忠勝書状）

以上の内容から、洪水の規模は滅多にない

ほど大規模であったことが判明する。この時

のような大洪水は珍しかったことがわかると

共に、ある程度の洪水は珍しくなかったと解

釈することも可能である。この「望の所」に

建設した勝龍寺城（以下、近世勝龍寺城）は、

現在、勝竜寺城公園として整備されている中

世勝龍寺城跡の約 600m北方に位置する、現

在の JR 長岡京駅東口付近に本丸が建設され

たと考えられている 19）（第 7 図）。その後、

永井直清は慶安2（1649）年に摂津国の高槻へ

転封となり、近世勝龍寺城は現存しない。近

世初期において、近世勝龍寺城付近が水害に

遭わない場所であったかどうか不明であるも

のの、第 4図を見ると、近世勝龍寺城が位置

した小畑川右岸、現在の JR長岡京駅付近は、

小畑川左岸の常水場付近よりも標高が高く、

段丘状であることが分かる。また、明治時代

の仮製 2万分の 1地形図を見ると、西国街道

沿いより東側の近世勝龍寺城付近には、竹林

が広がっていることがわかり、水利が悪く耕

作できないところ、逆に考えると水害に遭い

にくいところが竹林となっていた可能性も

考えられる（第 5図）。その上、現在のハザー

ドマップでは、JR長岡京駅東口付近は浸水想

定区域に入っていないことから、近世におい

第 7 図　常水場および周辺の浸水想定区域と水位

注）基図として、国土地理院　基盤地図情報 2500 を使用。浸水想定は、長岡京市　防災・危機管理担当作成

「長岡京市防災ハザードマップ（平成 22 年度版）」をもとに筆者作成。
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ても水害に遭いにくかった可能性が高い。こ

の理由は、近世の勝龍寺城や JR 長岡京駅関

連の工事により標高が高くなった可能性があ

るものの、段丘地形であり標高が高く、水害

に遭いにくいためと考えられる。以上のこと

から、当時の小畑川の川床の高さをはじめ不

明な点も多い一方で、近世初期以降に地形が

大きく変化していないのであれば、水害を避

けるために近世勝龍寺城を築城した意義を見

出すことができる。

2．写真から見る水害

長岡京市東部地域が過去に水害に遭ってい

たことは、前節までの事例から明らかであり、

実際には近代にも水害に見舞われていた 20）。

しかし、近世までの水害は地図や写真といっ

た視覚資料としては残っていない。そこで、

昭和初期から同 30 年頃にかけての勝竜寺地

区の水害時の写真から、実際の被害状況の一

端を見る。写真の撮影場所は、第 6図に示し

たとおりであり、現在のハザードマップにお

いても 3m以上の浸水が想定されている場所

である。

はじめに春日神社の写真を見ると、鳥居が

水没し、近くを舟で移動している様子を見て

第 8 図　水没した春日神社（1935 年）

『昭和 10 年水害写真帳』（出典：長岡京市教育委員

会編『勝竜寺村今むかし』、長岡京市教育委員会、

2009 年、18-19 頁。）

第 9 図　「第 8図」と同一地点の現況（2012 年）

（筆者撮影）

第 10 図　水害後の復旧作業の様子（1935 年）

『昭和 10 年水害写真帳』（出典：長岡京市教育委員

会編『勝竜寺村今むかし』、長岡京市教育委員会、

2009 年、18-19 頁。）

第 11 図　台風 13 号による被害（1953 年）

「前田照男氏撮影写真」（出典：長岡京市教育委員

会編『勝竜寺村今むかし』、長岡京市教育委員会、

2009 年、18-19 頁。）
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取れる（第 8図）。現在の写真（第 9図）と比

較すると、鳥居の高さと人の身長から、浸水

水位が人の背丈よりも高いことがよくわか

る。第 8図に見られる浸水状況は、ハザード

マップでは勝竜寺地区が桂川の洪水により

3m 以上の浸水が想定されていることからも

理解でき、現在でも同じような水害が発生す

る可能性があるといえる。第 10 図は、中世勝

龍寺城の堀跡付近で水害後の復旧作業を行う

人々の写真である。この写真は、城跡の東側

で南方を向いて撮影したものであり、写真右

に堀跡が写っている。昭和初期の写真である

ものの、本章第 1節で取り上げた中世の勝龍

寺城が浸水した話と関係する史料である。そ

のほかに、家屋周辺が広範囲に浸水している

様子（第 11 図）や、水没した道路を船で移動

している様子（第 12図）がわかり、これらの

写真から相当な被害を被っていたことが判明

する。

本節で取り上げた写真のうち、春日神社の

鳥居は当時の状態で現存しており、過去の水

害の実態を伝える貴重な遺産である。また、

今回用いた写真はいずれも勝竜寺地区のもの

であるが、第Ⅲ章で用いた「古市・神足村絵

図」の範囲で撮影された水害写真はほかにも

残されており、撮影場所や浸水水位などを検

討する必要があるといえる。

Ⅴ．おわりに

本研究では、「古市・神足村絵図」に描かれ

た常水場および周辺の過去の水害や土地利用

について、地図を用いた比較を通して考察し

た。その結果、常水場は土地が低く水が溜り

やすい場所であるため、いつの時代において

も水害に遭いやすく、かつては水田を中心と

した土地利用であったことが判明した。

太平記に書かれた久我縄手通行時の様子か

ら、近世の常水場の状況が中世の 1300 年代に

まで遡る可能性があることがわかった。少な

くとも近世初期には、常水場に近い中世勝龍

寺城が大規模な洪水に見舞われていたことか

ら、常水場付近が水害に遭いやすいという状

況は、近世初期には遡るといえる。昭和初期

から同 30 年代にかけての水害時の写真から

2m 程度も浸水していた事実がわかり、さら

に、現在のハザードマップで最大 3m程の浸

水が想定されていることから、常水場付近が

現在も水害に遭いやすいという状態は一貫し

ている。

常水場と標高データのオーバーレイによ

り、常水場は周囲よりも相対的に土地が低い

後背湿地であることが明らかである。さらに

仮製 2万分の 1地形図とのオーバーレイによ

り、常水場付近が近代においても水田記号の

違い、つまり土地利用の違いとして残ってい

ることに加え、常水場付近の土地利用がほか

と異なることが判明した。さらに、水害を避

第 12 図　舟で移動する子どもたち（1959 年）

「須田晃弘氏所蔵写真」（出典：長岡京市教育委員

会編『勝竜寺村今むかし』、長岡京市教育委員会、

2009 年、18-19 頁。）
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けるために築城された近世勝龍寺城付近は竹

林であり、水利が悪く耕作できない一方で水

害に遭いにくい場所であった可能性も見い出

せた。そして、現在のハザードマップでは中

世勝龍寺城付近は桂川の洪水により 3m以上

の浸水が想定されているが、近世勝龍寺城

（現・JR 長岡京駅）付近はほとんど浸水しな

いという興味深い事実も明らかとなった。ま

た、常水場付近は、五間堀川や羽束師川とい

う悪水抜きの水路を掘る必要があるほど排水

不良が深刻であったこともわかった。

また、絵図に描かれた常水場の範囲は当時

の古市・神足両村内のみであるものの、常水

場の外側も東部から南部にかけては標高が低

いところが広がっており、そのようなところ

は、かつて常水場であった可能性が高い。絵

図が作成された近世当時の土地利用は水田を

中心とする耕地であったため、たとえ浸水し

ても、水位が低く短時間で水が引く場合や、

作付けしていない季節であれば大きな被害は

発生しなかった可能性もある。しかし、現在

のように住宅や工場が多数存在する状況で

は、浸水するとすぐに人的・物的被害へとつ

ながる。このように、近代以降は治水設備が

整備された一方で、もしも水害が発生した場

合には、過去よりも大きな被害が発生するリ

スクも高くなっていると考えられる。

ここで改めて第 7図をみると、常水場の範

囲はハザードマップの浸水想定水位が高い範

囲とおおよそ一致することがわかる。それに

も関わらず、現在では住宅や工場が立ち並ん

でいる上、国道をはじめとする重要な交通路

が通っているため、第Ⅳ章第 2節で確認した

春日神社の鳥居が水没した時のような大規模

な水害が今後発生すると、当時の集落が被っ

た被害より大きな被害が発生することが明ら

かである。また、住宅や工場に限らず、国道

をはじめとする交通網への大きな被害も考え

られる。

以上のように、紙媒体の村絵図やハザード

マップなどをGISソフト上でオーバーレイす

ることにより、同じ場所の過去と現在の景観

を比較でき、現在の標高や建物といった情報

を付加することで、過去と現在の水害リスク

の関係を容易に確認できる。そのため、村絵

図などの歴史史料から過去の水害の状況を知

り、今後の防災について検討する大きな意義

が見い出される。本研究では、自然地形や土

地条件、各時代における治水設備の整備とそ

の防災効果など十分に検討できなかったこと

も多く、今後、過去の水害や現在の防災を考

える上での課題である。

〔付記〕本稿は、2011 年度に立命館大学大学

院文学研究科において開講された「地理学・

フィールドリサーチⅠ・Ⅱ」で作成したレポー

トを大幅に修正したものです。矢野桂司先生、

中谷友樹先生には、授業ならびにレポート作

成にあたり御指導頂きました。また、長岡京

市教育委員会の百瀬ちどり氏には、歴史資料

に関して多くの助言を頂きました。記して謝

意を申し上げます。
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